






























　 完全 な解 読(精 度99.9%)は2003年に完 了 されるも の と見 込まれ て いた が、解 読装 置の発 達 と、















遺伝情報の解 明がもたらす問題 についは、すで にユネスコ(国 際連合教育科学文化機 関(UN一
ESCO))が検 討を 行い 、1997年11A、そ の総 会で 「ヒ トゲ ノム お よび人 類 に関す る世 界 宣言 」(ヒ
ト ゲ ノ ム 宣 言)を 採 択 し て い る 。 本 宣 言 は 、 同機 関 の 国 際 生 命 倫 理 委 員 会(International
Bioethics　Committee:IBC)5)が、生命 工学 に 関す る倫 理 的、法 的、社 会 的問題 を人 類共 同体 の展
1)2000年6月26日のホワイトハウスでの記念式典においては、 日米欧の国際共同チームが86.6%解読を完了した
　 のに対して、セレーラ・ジェノミクスは99%以上解読したとの発表がなされた。国際共同チームの解析分担率





































排他的に独 占させる権利である。しかし、その独 占的で排他 的な権利は時として、社会に弊害を及
ぼすことが想定されたために、多くの国の特許法は、公共性の基準に基づいて、特許要件が具備さ
れたとしても、特許が付与されない分野を伝統的に定めてきた。 医薬、食料、化学物質が、伝統的
5)ユネス コは、1993年に個人資格で選 ばれる約50名からなる 国際生命倫理委員 会(IBC)を 設置 した。 同委員会
　　ではバイオ サイ エンスとその関連分野の進歩が人類の生命 、社会生活 、倫理等 に与える影 響について検討する
　　と共に、さらに法律小委員会を設けて、特 に人権保護の観点か ら、世界 的なヒ トゲ ノム研 究に関する指針 を策
　　定する 作業を続 けてきた。
6)同宣言の全25条には、人間の尊厳とヒトゲノム、さ らには、関係者 の権利 、ヒ トゲ ノム研 究、研 究条件、連帯
　　と国際協力 、宣言の推進と実施等がまとめられている。
7)研究の 自由や、その成果として生じる経済的利益をめぐっての諸 国の対 立が収拾で きなかったために、ヒトゲ
　　ノムは 「象徴 的な意 味での人類 の遺産 」とされ、「自然な状態 においては」経済 的利 益を生じるも のではない
　　とされた。
8)ユネスコ 「ヒトゲ ノム宣言」研究チ ーム、『ユ ネス コ 「ヒトゲノム と人権 に関する 世界宣言」案 に関す るアン
　　ケ ート調査報告書』、1998年2.月16日
9)Incyte　Pharmartueticalは、既 にヒ ト遺伝 子約50,000個についての特許 出願を行っており、そのうち、450個
　　以上(1999年末)の 特許を取得している。Incyteは、1999年10Aの時点では、約6300の特許を 申請したことを
　　発 表していたため、特許取得合戦が激化する 中、 出願ペースを一気 に加速 させたこ とになる。 しかしながら、
　　申請 さ れた 遺 伝子 の 内 容 は公 表 して い ない 。(読 売新 聞ニュ ース 速 報 、1999年12.月2日)また 、Celera
　　Genomicsも、解読した6500個のヒト遺伝 子の断片についての特許 出願を1999年に行っている。　Celeraによる
　　と、出願 したのはヒト細胞にある受容体や分泌タンパク質の遺伝子 断片で 、薬 品の開発 につながる見通しがあ
　　るという。(共同通信ニュース 速報、1999年10A22日)
10)米国特許5,817,479(Human　kinase　homologs:出願1996年8月)。本特許で はESTの 有用性 についてはさま
　　ざまな実施例を挙げたため、特許が認められたと言われる。多く の企業 ・研 究機 関がESTラ イ ブラリーを既











II.ヒト遺 伝 子 の 特 許 化
1.生 物体と特許
　遺伝子をめぐる特許の問題を振り返るにあたって、まずは、そもそも生物は特許の対象たりえる










































　だが、米国では、ヒト 自体は別としても 、遺伝子操作された他の生物はも とより、ヒト遺伝子や
細胞系、組織、臓器、遺伝子を操作されたヒトの胚、すなわち、人間の個別の部分のすべては特許
の対象になりうるという風潮が広がっていったと思われる。
2.ヒ ト遺 伝 子をも つマ ウス の特 許化
　 そ の後 、1988年、PTOは 哺乳 動物 へ の最 初の 特許 を 、受精 卵 にヒ ト の遺伝 子 を組 み込 んだ マ ウ
ス 、具体 的 に は、ガ ン にかか り やす いヒ ト遺 伝 子を も つマ ウス に認 め た。16)Oncomouseと呼ばれ
るこ のマ ウス はハ ーバー ド大 学の 生物 学者 であ るPhilip　Lederが1984年に 「発 明」し たも のであ
った。 こ のマ ウス の特許 化で 、動 物も 特許 の例外 で はない こと がよ り明確 に示 され た。 この特 許発
明 は、Du　pont社にライ センス さ れ、研 究用 の発 明 品とし て販 売され てい る。 本発 明の 特許性 を め
ぐっ て は、ヨ ーロッ パ 、カナダ におい て、長 年争 い があっ たが 、ヨ ーロッ パ におい て は1992年、カ
13)本判決 における特許保護 の対象 の拡大 が、その後 のビジネモデル 特許 の考え方 にも 、影響を 与えたと言 われ






ナ ダ におい て は、2000年8.月にその 特許性 が認 め られて いる。17)
ヨ ーロ ッパ におい て は、 出願 当初 か ら 、市 民 団体 、NGO(非 営利組 織)が 、 当該 マ ウス に つい
て の特許 は、倫理 に反 するも のであるか ら認 める べきで はないと反発 し 、ヨ ーロッパ 特許 庁
(EPO)は、当該発明が倫理的に受け入れられるかどうかの解釈は特許庁 自身が行えるものではな
い とし っっ 、拒絶 査 定を行 って いた。 しか し なが ら、EPOは 後 には 、「生態 系へ の脅威 よ りも 人類
に対する恩恵が大きいと考えられるゆえに、倫理上からも 当該特許の付与は正当化できるものであ






の特許性 を 肯定 した のであ る。19)
一方、米国では、ヒトの遺伝子をもったマウスの特許化を皮切りに、遺伝子操作された動物に次
々と特 許 出願 が行 われ 始 めた 。 出願 がな され てい る種 だ けでも 、ブ タ 、ヒツ ジ 、ウ シ等 の200種以
上 に上 ると いう。 一方 で 、クロ ーン ヒツジ の ドリ ーを作 り 出したス コ ットラ ン ドの研 究チ ームも ま
17)"The　Mouse　that　Roared　on　Animal　Pharm"(http://www.rafi.org/)
　　 　しかしなが ら、カナダ特許庁 は、現行 特許 法においては、哺乳類等の高次の生命体 に対する特許 は認 められ
　　ないとしてお り、カナダ政府も この見解 を支持、現行特許法上による特許対象の範 囲を 明確 にすべく 、特許性




　　 　ヨーロッパで は、生命体 に対す る特許化 には熱 狂的な反対運動が展開されていた。それ は、生命体 の特許化
　　を進 めるべく 草案 された ヨーロッパ 指令を めぐる欧州議 会と欧州委 員会の対 立にも象徴 的である。 欧州議会
　　 は、倫理 的、宗教 的、哲 学的な 立場 からヒトの遺伝子や細胞、組織、器官、胚を特許の対象 とするこ とに反対
　　し 、ヒ トゲノムを一般 市場 で売買されるような商業的財産にまで貶めるべきではないこと 、そして 、ヒ トの遺
　　伝素材 は、 自然の事実であ って、「発 見物」と考 える べきで 「発 明品」 と考えるべきで はないと強調した。 さ
　　 らに、そのような遺伝情報 に特許 を認 めることは、重要な情報の交換を妨げ、協力しあって病気 の治療法を 見
　　つ け出し 、新 しい治療方法 を開発 しようとする努力さえ妨げるも のであるという立場から、1995年に提 出され
　　た法案を廃案 に追い込んでいたよEmmot　Steve,"The　Directive　Rise　Again",　Seedling,　March　1997.)その後 、
　　 1996年1.月、欧州委員 会は、新 たな法案を議 会に提出、それに対して、議会の側は、66項目にも及ぶ修正案を
　　提示し 、その案を 取り込 むこ とを条件に、閣僚理事会が同法案を採決することを決議した。欧州委員会 が、生
　　物多様性条約(CBD)に 基づく 「遺伝資源 入手先記載条項」に関する項 目を除いて、す べての議会修 正案 を盛
　　込ん だ再提案を受 入れたた め、1998年5月、「バイ オテクノ ロジー発 明の法的保護 に関する指令("Directive
　　on　the　Legal　Protection　of　Biotechnological　Inventions")」(98/44/EC)は多数決(賛 成432票、反対78票、
　　棄権24票)で 採択 された。本 指令 は7月 に交付された。加 盟国は本指令 に基づいて2000年7月まで に国内法を
　　改正しな けれ ばな らなかった が、公布 後も 本指令は、各国で議論を喚起し、改正期 限を経ても 国内法を 改正で
　　きず にいる 国も 多い。こ のあた りの経緯 については、高倉茂男、『知 的財産 法制 と国際政策』、有斐 閣、2001年
　　 に詳しい。
19)"The　Mouse　that　Roared　on　Animal　Pharm",　op.cit,.
20)その特許 出願 の中には、ヒ トのクローニングも含 まれているという。ヒトのクローン 自体 、社会 的にも受 け入
　　れ られないた め、特許性 が認 められないことは異論がないと思われるが、 出願 内容 に、ヒトのク ローニングま
　　でも含まれているのは衝撃的である。(Jeremy　Rifkin,　op.cit.,　p.47.)
京都女子大学現代社会研究　　51
た 、あら ゆるク ロ ーン哺 乳動 物 に対す る独 占権 を求 めて幅 広い 特許 出願 を行っ てい る と伝 え られ て
いる。20)
　 そ し て 、1998年10月、遂 にPTOは 、　Incyteに「構 造 」や 「機 能 」 が 明確 にな っ ても い な い
DNAの 断片 、 明細書 に は、ヒ トのシ ークエ ンス(核 酸塩 基配 列)を 示 すA,　T,　C,　G記 号が44文字
列記 されて いる にす ぎな いESTに ま でも 特 許 を与 えた。 ゲノム 解読 作業 の進行 ととも に 、特 許 の
対象 は、途 方も ない 広が りを みる ので はない か と世界 が震撼 した 事例 であ る。
3.世 界初のEST特許























21)米国においては、審査を経て登録され、特許証が交付された発 明でな けれ ばそ の発 明内容 を知ることはできな
　 い。 しか し、Venter博士 らは、米 国特許 出願 に基づいて、 国際特許 出願(PCT出 願)を 行っていたため、そ
　 の内容は、PCT出 願の公開広報 によって知るこ とができる(WO93100353;WO93116178)。　PCT出 願 はヨー
　 ロッパ とオ ース トラリア に移行され、各々の特許庁で審 査された が、いずれも拒絶されている。
52　 遺伝子の特許化と現代社会
を 受 けたこ と に危 機感 を抱 き 、1999年7.月、 同研 究 所が過 去2年 間 に採 取 したヒ ト遺伝 子6000個に
つ いて の特許 出願 を行 った と伝 え られる。 そ して 、さ らに 、卵巣 、胎盤 、脳 か ら抽 出した6000個の
遺 伝 子 によ っ て 、 や アル ツ ハイ マ ー の 治 療 薬 の 開発 を行 い 、そ の 後 、2年 間 の う ち に、 さ ら に













　　 づいて、ある構造遺伝子の一部であると推測されたDNA断 片 には、特許が付与されない
　　(日欧)。








24)機能 が明らかで ないも のについて は特許を与 えるべきで はない ということ は国際的 にも 一致を みているも の
　 　の 、実 際の 出願 における機能 に関する開示程度については、まだ実例も少なく、三極特許庁の見解もあま り具
　 　体的 にされていない。今後、ケーススタ ディ に基づくさ らなる検討が必要である。
25)「機 能」や 「有用性」の開示 については、「この遺伝子は○○タンパク質コードをしている」、「こ の断片 は○○
　 　病の診 断に有用である 」ということを単に宣言したも のだけでは十分ではない。機能を 開示する には、そ の機
　 　能を 第三者が追試 試験で きる程度 の具体的手続 きと客観 的データ が、また 、有用性つ いての 開示 にあたって
　 　も 、例え ばDNA断 片を用いた診断の方法等を第三者が追試 可能な程度 に記載する必 要がある。1つ の 目安 と
　 　して は、それ に関する論文 を学会誌 に投稿 した場合に、それが受理されるであろう程度のデータ が必要 となる
















障害となってしまっている事実 がある と嘆いて いる。29)振り返れ ば、米 国科 学アカデミーは、
Chakrabarty事件の最高裁判決と、生命特許に関してPTOが その後 に明らかにしてきた方針 自体
に対して、すなわち生物体に対する特許 自体 に対しても総じて否定的であったと言える。30)
　また、Venter博士が機能も分らないDNAの 断片に対する特許を 出願した際、かつてのヒトゲ
ノム計画 の責任者でもあ り、DNAの 二重鎖を発 見して 、ノーベル賞を共 同で受賞したJames
Watson博士は、　Venter博士の特許 出願を 「全く正気の沙汰ではない。("sheer　lunacy")」と表現
している。31)
　科学者の中には、「そもそも 、発見が何故発明になるのか、我 々の遺伝子 は自然が35億年の歳月
をかけて完成したものであり、遺伝子についての知識とその利用 は人類共通の財産であって、私的
独 占としての特許の対象とすべきではない。発明者は、 自然の創造物の構造と機能を単に発見した
26)日 本 国 特 許 庁 は 、 同 研 究 の 成 果 を 踏 ま え て 、1999年10月、「遺 伝 子 関 連 発 明 の 審 査 の 運 用 に 関 す る 事 例 集 」 を
　 公 表 し て い る 。(http://www.jpo-miti.go.jp/info/idensi.htm)
27)本 庄 国 際 特 許 事 務 所 、「 最 近 の 弁 理 士 会 関 係 ニ ュ ー ス 」、(http:〃www!ias.biglobe.ne.jp!patent1)
28)「米 国 科 学 ア カ デ ミ ー 総 裁 ・IIASフ ェ ロ ー 、 ブ ル ー ス ・ ア ル バ ー ツ 氏 を 囲 ん で 」、 財 団 法 人 国 際 高 等 研 究 所 、
　 「 こ う と う け ん 」、18号 、2000年、6頁 。
29)GRAIN(Genetic　Resource　Action　International,"Patents　on　Life:the　Final　Assault　on　the　Commons",
　 　 (http:www.grain.org/publications/reports/pirates.htm)
30)同 ア カ デ ミ ー の 将 来 委 員 会 の 前 研 究 部 長 で あ るKey　Dismukesは言 う 。「Chakrabartyは新 し い か た ち の 生 命
　 　 を 作 り だ し て は い な か っ た 。 単 に バ ク テ リ ア の 菌 株 が 遺 伝 情 報 を 交 換 す る 通 常 の プ ロ セ ス に 介 入 し 、 代 謝 パ
　 　 タ ー ン が 変 わ っ た 新 株 を 作 り 出 し た に す ぎ な い 。「 彼 の 」 バ ク テ リ ア は 、 あ ら ゆ る 細 胞 の 生 命 を 導 く 力 の も と
　 　 で 生 き 、 増 殖 す る 。 … 新 し い 生 命 を 生 み 出 す な ど 、 ど う 考 え て も 我 々 の 手 の 及 ぶ と こ ろ で は な い し 、 私 は そ の
































33)岡 崎 ・ 西 澤 国 際 特 許 事 務 所 、「 ヒ ト ゲ ノ ム 解 析 と 特 許 」(http:〃www　1.neweb.ne.jp/wa/nisi-pat!top-right.htm)
34)E.Richard　Gold,"Property　Rights　and　Ownership　of　Human　Biological　M terials",1996,(http://www.
　 pure-foods.co.jp/GMOEU/991006e.lhtml)













関が、Guaymi族の「遺伝 的プライヴァシー」を踏みにじり、しかも、米 国政府 自身が、その 目的
についてGuaymi族に何も説明せずに、特許 出願 を行ったことが明るみに出たことで、　Guaymi








37)生物の遺伝 資源 をめぐって、資源保有国と製薬会社が契約ベース にそ のアクセス と利用 、利 益配分を決めた世
　 　界最初 の例 として 、コスタリカ生物多様性研究所(INBio)と米 国の製薬会社Merckの例がある。(拙著 、「生
　 　物 多様性 の保護 と知 的財産権一コスタリカ生物多様性研 究所INBio)の事例を 中心に一 」、特許庁技術懇話会、
　 『特技懇』、No.212、2000年7.月号)
38)他の地域 との交流がほとんどなく、600～700年前までの家系 図が辿れる一族も 珍しくないといわれるアイ スラ
　 　ンドでは1998年に国民の遺伝子情報をデータベース化する法律 が成 立した。病 院で診療 を受けると、遺伝 子提
　 　供 の是非を問う合意書が渡される。それ に同意すれ ば、血液を提供するこ とにな り、そ こに含 まれる遺伝 情報
　 　はコンピュ ータ に蓄積される。 同国の後押しを受けて設 立されたdeCode社がそ のデータの管理、製薬会社へ
　 　のライセンスを行っている。既 にスイスのRoche　la　Hoffman社は、そ のデータ の一部を利用する権利を2億
　 　ドル で買い取っている。データを基 に開発された新薬 は、同国民には無料で提供 され る契約 になっていると言
　 　われる。
39)肥満撲滅 と成人病対策を国家事業 にまでしているトンガ政府保 険省 は、オ ース トラ リアの民間バイオ テクノロ
　 　ジー企 業Autogenと、DNAデ ータベース設立の契約を締結し、成 人病研 究を開始することを 明らか にした。
　 　Autogen社の調査 開発部 門責任者 によると、トンガが島国であり、約18000の人 口の大 半がポ リネ シア系であ
　 　り、一族 が固まって居住しているため、家系を調査することが容易であるこ と、また 、肥満 や心臓 病の者 が多
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